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「自己点検・評価書」・「基礎資料」正誤表 

大学名：鈴鹿医療科学大学薬学部 

 

■自己点検・評価書 

※行の欄は、見出し等も含め、文字のある行をカウントし記して下さい。 

※正誤の該当箇所が分かるよう、アンダーラインを引いてください。 

 

 

■基礎資料： 

 

 

 

以下を添付します。 

1. 基礎資料 1-1訂正版 

2. 基礎資料 1-7（新カリキュラム）訂正版 

3. 基礎資料 1-7（旧カリキュラム）訂正版 

4. 基礎資料 2-4訂正版 

 頁 行 誤 正 

1 16 31 61.5〜63.5 45.6〜47.6 

2 16 32 54.9〜56.9 52.0〜54.0 

3 19 6 10名程度 6〜7名 

4 35 12 90分×15コマ 90分×16コマ 

5 35 13 90分×117コマの計 132コマ 90分×115コマの計 131コマ 

6 73 18 630名中 20名 650名中 20名 

7 92 31 卒業研究を行うため、1、5 卒業研究を行うため、5 

8 92 32 8分野の 7分野の 

 資料番号 頁 箇所 誤 正 

1 1-1 1 科目名欄の分類  赤字部分 

2 1-7 7 （１）表  赤字部分 

3 1-7 8 （１）表  赤字部分 

4 2-4 12 平成 29年度の欄  赤字部分 



（基礎資料１－１）訂正版 [平成30年10月17日提出]

前期・後期
１クラスあたり

の人数
開講クラス数 履修者数 単位数

いのちと医療の倫理学 前期 108 1 108 コ 2.0

医学を学ぶための基礎知識 前期 109 1 109 コ 2.0

社会の中の人と医療 後期 109 1 109 コ 2.0

チーム医療Ⅰ 後期 109 1 109 コ 1.0

医療人底力実践（基礎Ⅰ） 前期 109 1 109 Ｓ 1.0

医療人底力実践（基礎Ⅱ） 後期 109 1 109 Ｓ 1.0

薬学への招待 前期 110 1 110 コ 2.0

基礎薬学演習 後期 109 1 109 Ｓ 1.0

（選）医学医療最近の進歩 前期（春期） 46 1 46 コ 1.0

（選）食と健康 前期（夏期） 46 1 46 コ 1.0

医療における安全と安心 前期（春期） 110 1 110 コ 1.0

（選）東洋医学と統合医療 前期（夏期） 99 1 99 コ 1.0

（選）現代医療と看護・介護 後期（秋期） 70 1 70 コ 1.0

(選)薬の役割・薬のできるまで 後期（秋期） 86 1 86 コ 1.0

（選）情報時代と医療 後期（冬期） 89 + 1 1 90 コ 1.0

医療とコミュニケーション 前期（春期） 109 1 109 コ 1.0

スポーツ健康科学 後期 109 1 109 コ 2.0

スポーツ科学実習  (A) (B) (C) (D) (E) 前期
(A)21,(B)22,(C)21,

(D)21,(E)22
5 107 ジ 1.0

心と医療 前期（夏期） 109 + 1 1 110 コ 1.0

（選）哲学と死生観 前期（春期） 62 1 62 コ 1.0

（選）病と文化 前期（夏期） 58 1 58 コ 1.0

（選）人類の疾病と医療 後期（秋期） 84 + 2 1 86 コ 1.0

（選）法と医療 後期（秋期） 22 1 22 コ 1.0

（選）経済と医療 前期（春期） 107 1 107 コ 1.0

（選）医療・福祉と財政 後期（秋期） 11 1 11 コ 1.0

（選）社会病理と人の病 後期（冬期） 103 1 103 コ 1.0

英語Ⅰ (1) (2) (3) 前期 (1)36,(2)36,(3)35 3 107 コ 1.0

英語Ⅱ (1) (2) (3) 後期 (1)36,(2)36,(3)35 3 107 コ 1.0

（選）英語コミュニケーションA  ( c ) ( a ) ( d ) ( b ) 前期と後期
前期：(c)25,(a)27,

後期：(b)27, (d)27
4 106 ジ 1.0

（選）英語コミュニケーションB  ( b ) ( d ) ( a ) ( c ) 前期と後期
前期：(c)25,(a)27,

後期：(b)27, (d)27
4 106 ジ 1.0

（選）中国語Ⅰ (A) (B) 前期 (A)1 (B)0 2 1 コ 1.0

（選）中国語Ⅱ (A) (B) 後期 (A)1 (B)0 2 1 コ 1.0

数学Ⅰ 前期 107 1 107 コ 2.0

数学Ⅱ 後期 109 1 109 コ 2.0

物理学 前期 109 1 109 コ 2.0

情報リテラシー (A) (B) 後期 (A)54　(B)54 2 108 ジ 2.0

医学概論 後期 110 1 110 コ 2.0

（選）基礎物理化学 後期 108 + 1 1 109 コ 2.0

基礎化学 前期 109 1 109 コ 2.0

（選）基礎生物学 前期 107 1 107 コ 2.0
物理系薬学 物理化学 後期 110 + 1 1 111 コ 1.0
化学系薬学 有機化学Ⅰ 後期 109 1 109 コ 1.0
生物系薬学 人体構造機能学Ⅰ 後期 110 1 110 コ 1.0

0.0

21.0

56.0

（凡例）

講義＝コ PBL/SGD＝Ｓ

[注] １　教養教育・語学教育は、基本的に履修者がいる科目について ３　選択科目については、頭に「(選)」と記してください。

コミュニケーション能力および自己表現能力

２　下記の「科目の識別」にそって、該当する科目に「色」を ４　実習は１組（実習グループ）の人数を記入してください。

　　「科目の識別」
５　表には下の「授業方法」の表記にそって、主な方法を記入してください。

　　下記の２つ以外は、大学独自で凡例を設定して作成してください。

             「授業方法」の表記：講義＝コ、　PBL/SGD＝Ｓ
ヒューマニズム教育・医療倫理教育

教養教育科目

語学教育科目 ６　行は適宜加除し、記入してください。

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目
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合計科目数 合計単位数

ヒューマニズム教育・医療倫理教育 8 11.5

21 (選から8単位以上）16/25中

9 （選から2単位以上)　 7/9中

5.5 （選択2)   　　　　　　 7

3.3 5.3

必須科目 選択科目 合計

１　年　次 35 21 56

２　年　次 29 2 31

３　年　次 34 2 36

４　年　次 28 2 30

５　年　次 20 0 20

６　年　次 18 16 34

合計 164 43 207

（基礎資料１－７）学年別授業科目（新カリキュラム）訂正版 [平成30年10月17日提出]

　（基礎資料１－１）から（基礎資料１－６）までの結果から下記の（１）および（２）を記入してください。

（１）下表の「合計科目数」および「単位数」を記入してください。

科目の識別

教養教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

コミュニケーション能力および自己表現能力を
4.2 7.2

語学教育科目

身につけるための科目

（２）学年別授業科目の表から前期と後期の単位数を合算して記入してください。

学　　年
単位数



　（基礎資料１－１）から（基礎資料１－６）までの結果から下記の（１）および（２）を記入してください。

（１）下表の「合計科目数」および「単位数」を記入してください。

合計科目数 合計単位数

ヒューマニズム教育・医療倫理教育 5.3 8.7

15 　    選択18/29中

7 7

4.3 （選択2)             　5.7

2.6 2.9

2.25 5.25

必須科目 選択科目 合計

１　年　次 37 21 58

２　年　次 27 9 36

３　年　次 32 6 38

４　年　次 24 2 26

５　年　次 20 0 20

６　年　次 17 12 29

合計 157 50 207

コミュニケーション能力および自己表現能力を

身につけるための科目

（２）学年別授業科目の表から前期と後期の単位数を合算して記入してください。

学　　年
単位数

（基礎資料１－７）学年別授業科目（旧カリキュラム）訂正版 [平成30年10月17日提出]

科目の識別

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目



（基礎資料２－４）評価実施年度の直近５年間における学士課程修了（卒業）状況の実態  訂正版〔平成30年11月20日提出〕

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

85 95 87 87 77

81 80 60 62 65

0.95 0.84 0.69 0.71 0.84

６年　　　　　　C 81 74 53 58 59

７年 0 6 7 3 6

８年 0 0 0 1 0

９年以上 0 0 0 0 0

114 115 101 109 107

0.71 0.64 0.52 0.53 0.55

卒業までに要した
在学期間別の

内訳 3)

卒業判定時（年度末）の在籍学生数 1)　 A

学士課程修了（卒業）者数　　　　　　　　  B

卒業率 2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B/A

5）ストレート卒業率＝（卒業までに要した在学期間が６年間の学生数）/（入学時の学生数）の値（C/D）を、小数点以下第２位まで
記載してください。

入学時の学生数（実入学者数） 4)　　 D

ストレート卒業率 5)　　　　　　　　　　　 C/D

1）９月卒業などの卒業延期生、休退学者を除いた数字を記載してください。

2）卒業率＝（学士課程修了者数）/（６年次の在籍者数）の値（B/A）を小数点以下第２位まで記載してください。

3) 「編入学者を除いた卒業者数」の内訳を卒業までに要した期間別に記載してください。

4）それぞれの年度の６年次学生（C）が入学した年度の実入学者数（編入学者を除く）を記載してください。
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